
















































要な部分をなす内容についての主著論文が第一著者として 5編公表（Energy and Buildings、1999
年 11月刊行、International High Performance Buildings 2012年 7月刊行、 International 
Conference Improving Energy Efficiency in Commercial Buildings、2014年 3月刊行、空気調和・
衛生工学会論文集、2015年 3月刊行、空気調和・衛生工学会論文集、2016年 3月刊行）され、そ
のうちの 3編が査読付き論文であることを確認した。5編のうち 3編は英語記述の論文であり、さ
らに申請者は海外企業での業務（英国シェル・リサーチ社）経験もあり、語学能力については何ら
問題ないと判断した。また、申請者に対して、論文内容について最終確認のための質疑応答を行い、
その内容も十分であった。一方、専門知識については、公開発表会（8月 4日）当日の質疑や予備
審査でのディスカッションを含め、十分であると審査委員一同が確認した。以上から、申請者につ
いて博士論文審査、学力の確認ともに合格と判定した。 
